




6．監査の結果 

  監査の結果、対象とした各課共通事項及び個別事項は、ともに全般的に適正に処理、執行

されているものと認められた。また、計画された事務事業も概ね順調に推移していることを

確認した。 

なお、今後改善や検討を要すると思われるものについては、次のとおり意見を含め、その

結果を報告する。 

 

（1）各課共通事項について 

 

・時間外勤務について 

  勤怠管理における時間外勤務の実態について、1 人あたりの 1 か月の時間が多時間

に及んでいるケースがあることから、その命令については、職員の健康管理の面に十

分注意するためにも、今一度事前に終了時間を把握し必要最小限のものに努める等、

改めて条例等の規定に沿って厳正に対処されたい。また、全庁で取り組まれているノ

ー残業デーの定着化を進められたい。 

 

・文書管理について 

  ファイリングシステムによる文書管理については、導入からの経過とともにその方 

法について課や個人に差異が生じているため、特に新規職員や各課でファイリングを 

担当する職員を対象とした指導、研修等の実施により、改めて統一化を図られたい。 

 

（2）各課個別事項について 

 

〈住民課、福祉保健課、建設課、教育課〉 

・ 収納管理について、収納率の改善は自主財源の確保はもとより公平負担の原則から

重大かつ急務であり、現年度分の収納率向上に万全を期すとともに、滞納繰越分の徴

収については一層の強化を図られたい。 

 

〈総務課〉 

・ 町民等からの要望等を記録する「対応記録票」の在り方については、グループウェ

アの伝言機能等の活用を検討されているところであるが、全庁で情報の共有化を図る

ものとして確実なものになるよう、また速やかに実施されるよう進められたい。 

 

〈住民課〉 

・ マイナンバーカード普及率の向上促進とともに、同カードによる多目的利用として

行政サービス（例えば、印鑑登録証明、コンビニエンスストアなどでの各種証明書の

取得等）の取り組みを検討されたい。 

 

〈福祉保健課〉 

・ 健診の未受診者に対しては、希望調査の際にその理由を尋ねる覧を設ける等、理由

や意見を踏まえた勧奨の工夫、受診し易い環境づくりに配慮されたい。また、コロナ

禍にあっては受診率の低下が懸念されるところであるが、密にならない対策として地

区割りや時間を分けて実施する等、受診率の向上に努められたい。 

 

 



〈産業環境課〉 

・ コロナ禍にあって、家庭ごみの増加とともにその出し方にも問題が生じており、改

めて分かり易い分別の周知とその減量化について留意されたい。 

・ 道の駅拡充構想事業の取り組みについては、これまで以上に地域色溢れる個性や魅

力で人々を引きつけられる施設を目指すため、指定管理者をはじめ専門業者の知見と

ともに、是非町民の意見やアイデア等も傾聴されたい。 

 

〈建設課〉 

・ 町単独事業については、地元負担の廃止以来、様々なニーズが寄せられている現状

であるため、判断のためにも申請、採択における基準等を再度整理したうえで、その

公共性も踏まえ、町民ニーズに応えられたい。 

・ 水道、下水道事業会計においては、今後も法的措置を含む厳正な処置等により、滞 

納の減少に努められたい。 

 

〈教育課〉 

・ 小規模保育事業の運営について、事業者や保護者からのニーズについては、とみか 

保育園の連携施設として必要な保育が供給されるか等を考慮し、精査のうえ適正に対 

応されたい。 

・ ＧＩＧＡスクール事業については、端末の調達や環境整備の進捗状況は確認できた 

が、運用管理の面で未定な部分があるため、構想の早期実現に向けて速やかに対応さ 

れたい。 

・ いじめや不登校等の問題については、教員研修等の受講により実践的な対応を学ば

れ、その内容を他の教員としっかり共有する等連携を密にし、迅速に対応できるよう

指導されたい。 

 

〈議会事務局〉 

・ 特になし 


